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「
千
葉
氏
を 

 
 

語
る
」
だ
よ
り 
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挨拶をする  

三瓶議員 

 

年
頭
の
挨
拶 

 
 
 
 

 
 
 

 

会
長 

 

向
後
保
雄 

 

会
員
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
は
元
日
か
ら
穏
や
か
な

正
月
を
迎
え
て
い
ま
す
。 

テ
レ
ビ
を
見
る
と
全
国
の
神
社
・
仏
閣
は

多
く
の
初
詣
で
の
人
々
で
賑
わ
っ
て
い
る

場
面
が
目
に
飛
び
込
ん
で
ま
い
り
ま
す
。 

私
も
家
族
と
と
も
に
寒
川
神
社
に
初
詣

で
に
参
り
、
一
年
の
息
災
を
祈
願
し
た
次
第

で
ご
ざ
い
ま
す
。 

さ
て
、
本
年
は
千
葉
市
開
府
の
豪
族
千
葉

氏
が
千
葉
の
亥
鼻
山
に
移
住
し
て
か
ら
八

九
〇
年
目
に
当
た
り
ま
す
。 

本
会
と
し
て
も
千
葉
氏
に
関
す
る
講
演

会
や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
関
係
史
跡
の
見
学
会

な
ど
積
極
的
に
開
催
し
、
千
葉
市
民
の
千
葉

氏
に
対
す
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築

に
向
け
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

 

今
後
も
ご
支
援
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上

げ
て
私
の
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
た
い
と

思
い
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

発
会
式
報
告 

昨
年
十
一
月
十
四
日(
土)

午
後
六
時

十
五
分
よ
り
千
葉
市
文
化
セ
ン
タ
ー
セ
ミ

ナ
ー
室
で
「
千
葉
氏
を
語
る
会
」
発
会
式
と

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
ま
し
た

の
で
報
告
し
ま
す
。 

発
会
式
は
鷲
見
副
会
長
の
開
会
の
言
葉

か
ら
始
ま
り
、
向
後
会
長
の
挨
拶
に
続
い
て

来
賓
と
し
て
衆
議
院
議
員
門
山
哲
夫
氏
の

代
理
片
山
哲
生
氏
・
市
会
議
員
三
瓶
輝
枝

氏
・
同
小
川
智
之
氏
、
千
葉
日
報
萩
原
博
社

長
・
千
葉
港
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
岩
澤
和
夫

氏
、
千
葉
市
政
策
調
整
課
長
折
原
亮
氏
の
挨

拶
と
続
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
千

葉
市
長
熊
谷
俊

人
氏
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
披
露
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
他
、
来
賓
の
方
々
は
市
議
会
副
議
長
白

鳥
誠
氏
、
県
会
議
員
宍
倉
登
氏
・
同
田
村
耕

作
氏
、
同
塚
定
良
次
氏
。
同
藤
井
弘
之
氏
、

同
網
中
肇
氏
、

市
会
議
員
森
山

和
博
氏
の
各
氏

で
し
た
。 

続
い
て
発
会
式
に
移
り
ま
し
て
当
会
役

員
の
紹
介
と
活
動
方
針
が
提
案
さ
れ
、
採
択

さ
れ
て
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

◆
主
な
活
動 

① 

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催 

② 
 

学
習
会
・
現
地
見
学
会
の
開
催
。 

③
機
関
紙(

年
一
回)

・
会
報(

新
春
・
春
・

秋
の
三
回)

の
発
行
。 

④
そ
の
他
、
千
葉
氏
関
係
行
事
の
開
催 

◆
役
員 

会 
長 

向
後
保
雄 

副
会
長 
鷲
見
隆
仁(

組
織
・
会
計
担
当) 

同 
 

丸
井
敬
司(

企
画
・
広
報
担
当) 

理 

事 
 

 

同 

秋
野
林
洋 

 

同 

石
橋
通
男 

 
 

同 

江
波
戸
弘
安 

 
 

同 

恩
田
英
熙 

 
 

同 

鈴
木
義
雄 

 
 

同 

髙
野
利
太
郎 

 
 

同 

武
山
忠
孝 

 
 

同 

長
谷
川
幸
雄 

 
 

同 

平
山
健
治 

 
 

同 

桝
井
明
光 

 
 

同 

宮
本
明
正 

 
 

同 

山
内 

博 

 
 

同 

山
下 

護 

監
査 

 

仙
石 

守 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

◆
事
務
局 

局
長 

日
向
安
昭 

◆
学
術
顧
問 

最
高
学
術
顧
問 

川
村
優 

学
術
顧
問 

段
木
一
行 

 

同 
 

丸
井
敬
司
（
副
会
長
と
兼
務
） 

 
 
 

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

講
演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
報
告 

十
一
月
十
四
日
午
後
七
時
よ
り
千
葉
市

文
化
セ
ン
タ
ー
セ
ミ
ナ
ー
室
に
お
い
て
講

演
会
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

◆
第
一
部 

基
調
講
演 

基
調
講
演
に
つ
き
ま
し
て
は
吉
野
秀

夫
氏
に
「
『
君
待
橋
伝
承
』
が
語
る
古
代

千
葉
市
の
景
観
」・
丸
井
敬
司
氏
に
は
「
千

葉
市
内
に
お
け
る
頼
朝
伝
承
の
史
的
考

察
」
～
君
待
橋
伝
承
・
お
茶
の
水
伝
承
・ 

挨拶をする  

小川議員 

向後会長 
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白
旗
伝
承
な
ど

～
」
に
つ
い
て
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し

た
。 

吉
野
氏
の
講
演
に
つ
き
ま
し
て
は
池
田

の
池
の
生
成
と
猪
鼻
山
下
に
か
つ
て
存
在

し
た
君
待
橋
に
関
わ
る
三
つ
の
伝
承
に
関

し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。 

 
 こ

の
一
話
目
は
、
千
葉
町
に
住
む
若
者
と

寒
川
に
住
む
若
い
乙
女
の
悲
恋
物
語
。
続
い

て
藤
原
実
方
と
清
少
納
言
の
遣
り
取
り
と

君
待
橋
伝
承
に
関
し
て
話
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。 

一
方
、
丸
井
氏

の
講
演
は
千
葉
市

内
に
伝
承
さ
れ
た

頼
朝
伝
承
に
関
す

る
も
の
で
、
治
承
四
年(

一
一
八
〇
年)

伊
豆

で
挙
兵
し
、
相
模
の
石
橋
山
の
戦
い
に
敗
れ

て
安
房
に
逃
れ
た
頼
朝
が
安
房
か
ら
旧
東

海
道
を
通
っ
て
上
総
国
府
か
ら
千
葉
に
至

っ
た
経
緯
と
千
葉
市
内
に
残
る
①
頼
朝
の

尊
光
院(

現
千
葉
神
社)

の
参
詣
伝
承
、
②
お

茶
の
水
伝
承
、
③
白
幡
伝
承
な
ど
の
頼
朝
伝

承
の
史
的
意
義
に
つ
い
て
お
話
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

第
二
部 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
最
大
の
テ
ー
マ

は
、
頼
朝
が
安
房
か
ら
下
総
国
府
に
至
る
ル

ー
ト
の
解
明
で
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

「
古
代
の
房
総
の
道
」
に
詳
し
い
元
早
稲
田

大
学
講
師
の
佐
々
木
氏
に
律
令
時
代
の
東

海
道
の
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

佐
々
木
氏
の
お
話
の
要
旨
は
①
古
代
東

海
道
の
変
遷
の
歴
史
と
駅
舎
、
②
『
更
級
日

記
』
の
作
者
菅
原
孝
標
の
娘
一
行
の
通
っ
た

東
海
道
の
路
線
な
ど
の
後
、
安
房
か
ら
下
総

国
府
に
至
る
頼
朝
が
通
っ
た
ル
ー
ト
の
お

話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

こ
こ
で
は
佐
々
木
氏
は
、
頼
朝
の
通
っ
た

道
は
古
代
の
東
海
道
で
あ
る
と
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
の
理
由
と
し
て
①
用
心
深
い
頼
朝

は
安
全
性
と
い
う
観
点
か
ら
律
令
時
代
の

東
海
道
を
選
ん
だ
。
②
当
時
も
っ
と
も
整
備

さ
れ
た
道
で
あ
っ
た
。
と
い
う
も
の
で
す
。 

用
心
深
い
頼
朝
が
内
陸
部
か
ら
の
攻
撃

に
対
し
て
海
上
に
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
る

と
い
う
点
で
内
陸
部
の
他
の
道
路
よ
り
も

優
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
頼
朝
の

兵
は
安
房
を
出
発

し
た
時
点
で
は
少

数
で
し
た
が
、
千

葉
に
到
着
す
る
こ

ろ
に
は
数
千
人
の
兵
力
に
膨
れ
上
が
っ
て

い
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
す
る
と

こ
れ
ら
の
兵
た
ち
が
通
過
で
き
る
道
は
当

時
、
整
備
さ
れ
た
東
海
道
し
か
考
え
ら
れ
な

い
と
の
こ
と
で
し
た
。 

佐
々
木
氏
は
、
そ
の
時
、
頼
朝
を
支
え
て

い
た
の
が
、
安
西
氏
や
三
浦
氏
、
千
葉
氏
な

ど
の
水
軍
と
い
う
考
え
方
を
示
さ
れ
て
い

ま
す
。 

な
お
、
こ
の
中
で
、
佐
々
木
氏
は
千
葉
市

内
の
東
海
道
の
内
、
宮
崎
町
か
ら
千
葉
寺
下

ま
で
の
約
四
百
ｍ
の
間
は
全
国
的
に
見
て

も
当
時
の
東
海
道
の
景
観
を
最
も
よ
く
残

し
て
い
る
部
分
と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
東
京

都
で
は
旧
東
海
道
を
歴
史
の
道
と
し
て
整

備
し
、
案
内
板
を
立
て
て
い
ま
す
が
、
千
葉

市
で
も
ま
だ
、
こ
の
雰
囲
気
が
残
っ
て
い
る

内
に
整
備
を
す
る
必
要
性
を
強
調
さ
れ
て

い
ま
し
た
。 

さ
て
、
こ
こ
で
は
吉
野
氏
が
千
葉
寺
の
縁

起
の
話
か
ら
古
代
千
葉
で
は
オ
―
ロ
ラ
が

観
測
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を

指
摘
さ
れ
、
こ
れ
が
千
葉
の
天
女
伝
説
で
あ

る
「
羽
衣
伝
承
」
に
繋
が
っ
た
こ
と
を
指
摘

さ
れ
ま
し
た
。 

続
い
て
君
待
橋
伝
承
に
当
時
あ
っ
た
君

待
橋
の
場
所
に
つ
い
て
は
東
海
道
が
都
川

を
渡
る
現
在
の
吾
妻
橋
か
大
和
橋
で
あ
ろ

う
と
し
ま
し
た
。 

続
い
て
千
葉
氏
の
館
の
位
置
の
問
題
に

移
り
ま
し
た
。 

こ
れ
に
つ
い
て
吉
野
氏
は
、
元
結
城
浜
浦

(

潟
湖)

に
接
す
る
低
湿
地
に
造
ら
れ
た
裁

判
所
敷
地
は
立
地
条
件
か
ら
考
え
て
中
世

武
士
団
の
本
拠
地
と
は
考
え
ら
れ
な
い
こ

と
を
指
摘
さ
れ
、
千
葉
氏
が
千
葉
に
入
部
し

た
古
代
末
期
の
千
葉
館
は
猪
鼻
山
と
し
た

方
が
妥
当
と
す
る
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。 

一
方
、
丸
井
氏
は
裁
判
所
敷
地
に
は
土
塁

は
あ
る
が
堀
の
痕
跡
は
な
く
、
こ
の
場
所
が
、

『
千
学
集
抜
粋
』
に
登
場
す
る
堀
内
と
は
有

り
得
な
い
こ
と
を
お
話
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
、
猪
鼻
山
山
頂
か
ら
出
土
し
た
平
安
末
期

の
褐
釉
四
耳
壺
や
古
瀬
戸
四
耳
壺
が
千
葉

氏
当
主
ク
ラ
ス
の
可
能
性
が
高
く
、
当
時
の

武
士
の
慣
習
か
ら
、
こ
れ
ら
の
墓
に
隣
接
し

て
そ
の
館
や
城
が
存
在
し
た
可
能
性
を
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
こ
こ
に
千
葉
館
が
存
在
し
た
こ
と

に
つ
い
て
は
『
源
平
闘
諍
録
』
や
『
千
学
集

抜
粋
』
な
ど
古
文
書
や
文
献
か
ら
も
確
認
で

き
る
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。 

最
後
に
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
よ
り
佐
々

木
氏
か
ら
指
摘
さ
れ
た
歴
史
の
道
構
想
と

丸
井
氏
か
ら
指
摘
さ
れ
た
猪
鼻
山
山
頂
付

近
か
ら
出
土
し
た
褐
釉
四
耳
壺
や
古
瀬
戸

四
耳
壺
な
ど
の
人
骨
の
調
査
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑

定
の
必
要
性
を
千
葉
市
長
や
千
葉
市
教
育

委
員
会
に
提
言
す
る
こ
と
で
終
了
し
ま
し

た(

事
務
局)

。 

吉野秀夫氏 

丸井敬司氏 

佐々木虔氏 
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シ
リ
ー
ズ
県
外
千
葉
氏 

 

◆
美
濃
東
氏 

 

千
葉
一
族
の
東
氏
は
常
胤
の
六

男
で
、
元
々
は
千
葉
市
内
に
所
領
を

与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
父
常
胤

が
頼
朝
よ
り
、
下
総
国
内
の
所
領
を

安
堵
さ
れ
る
と
父
常
胤
よ
り
こ
の

内
香
取
郡
の
木
内
・
立
花
庄
（
後
の

東
庄
）
や
海
上
郡
の
三
崎
庄
等
を
与

え
ら
れ
ま
し
た
。 

 

東
一
族
は
当
初
、
こ
の
地
区
を
所

領
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
幕
府
と
朝
廷
の
本

格
的
な
衝
突
と
な
っ
た
承
久
の
変
の
功
績

で
、
美
濃
国
郡
上

郡
山
田
庄

を
獲
得
し

た
。
そ
の

後
、
こ
の

一
族
は
胤

行
の
代
で

郡
上
に
移
住
し
、

下
総
に
残
っ
た
東
氏
一
族
の
海
上
氏
と
美

濃
東
氏
に
分
か
れ
ま
し
た
。 

 

海
上
氏
は
主
に
千
葉
氏
の
傘
下
の
有
力

武
士
団
と
し
て
戦
国
時
代
ま
で
活
躍
し
ま

す
。
一
方
、
美
濃
国
郡
上
郡
に
移
住
し
た
東

本
宗
家
は
、
室
町
時
代
は
幕
府
奉
公
衆
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、
山
田
の
庄
内
の

篠
脇
城
を
拠
点
と
し
て
美
濃
国
の
北
西
部

一
帯
で
勢
力
を
振
る
い
ま
し
た
。 

常
縁
の
代
で
、
下
総
国
で
享
徳
の
乱
が
お

き
、
千
葉
介
胤
直
が
一
族
の
馬
加
康
胤
や
家

臣
の
原
胤
房
に
討
た
れ
る
と
美
濃
の
兵
を

率
い
て
下
総
に
出
陣
し
ま
し
た
。 

 

 

常
縁
は
当
初
、
上
総
の
八
幡
で
康
胤
の
軍

を
敗
ぶ
り
、
戦
い
を
優
位
に
進
め
ま
す
が
、

こ
の
戦
い
の
最
中
に
常
縁
の
居
城
で
あ
っ

た
郡
上
の
篠
脇
城
が
美
濃
国
守
護
代
斉
藤

妙
椿
に
奪
わ
れ
る
と
美
濃
に
引
き
上
げ
た

た
め
、
下
総
の
戦
い
は
膠
着
状
況
と
な
り
ま

し
た
。 

 

さ
て
、
常
縁
は
有
能
な
武
将
で
あ
り
ま
し

た
が
、
歌
人
と
し
て
も
二
条
派
歌
学
の
正

説
を
伝
え
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
連
歌
師
宗
祇
に
古
今
伝
授
し
た
こ

と
は
有
名
で
す
。
歌
集
に
は
『
常
縁
集
』
、

歌
学
書
に
は
『
東
野
州
聞
書
』
が
あ
り

ま
す
。 

こ
の
一
族
は
戦
国
時
代
に
な
る
と
衰
え
、

東
氏
は
一
族
の
遠
藤
氏
に
よ
っ
て
亡
ぼ
さ

れ
ま
す
が
、
遠
藤
氏
は
織
田
信
長
。
豊
臣
秀

吉
。
徳
川
家
康
な
ど
に
仕
え
、
江
戸
時
代
は

郡
上
八
幡
城
を
拠
点
と
し
て
三
万
石
の
大

名
と
し
て
再
出
発
し
ま
し
た
。
後
に
近
江
の

三
上
に
移
封
と
な
り
ま
す(

丸
井)

。 

 

千
九
曜
紋
に
つ
い
て 

 

こ
の
紋
は
中
心
を
半
月
と
し
、
周
り
に
九

つ
の
星
を
配
し
た
紋
で
す
。
星
の
数
は
半
月

を
含
め
て
十
つ
の
星
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。
『
源
平
闘
諍
録
』
で
は
こ
れ
を
「
千
九

曜
紋
」
と
し
た
上
で
、
「
今
の
世
で
は
月
星

紋
と
号
す
る
」
と
し
て
お
り
、
こ
の
資
料
の

元
と
な
っ
た
「
妙
見
説
話
」
の
成
立
し
た
十

二
世
紀
の
中
頃
、
つ
ま
り
、
鎌
倉
時
代
の
中

頃
に
は
こ
の
紋
が
、
月
星
紋
と
呼
ば
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま
す
。
今
の
月
星
紋

(

三
日
月
と
一
つ
星)

が
現
れ
る
中
世
の
末
頃

ま
で
全
国
の
千
葉
氏
が
使
っ
て
い
た
紋
で

し
た
。 

 

「
お
茶
の
歴
史
」
茶
大
百
科
よ
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

千
葉
氏
を
語
る
会 

桝
井
明
光 

栄
西
説
か
ら
行
賀
説
へ 

従
来
、
茶
樹
は
日
本
に
自
生
し
て
い
た
と

い
う
説
も
あ
り
ま
す
が
、DN

A

鑑
定
の
結
果
、

現
在
で
は
自
生
説
は
否
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

正
倉
院
文
書
と
平
城
宮
跡
か
ら
出
土
す

る
木
簡
に
『
荼t

u2

』
と
書
か
れ
て
い
る
食

品
が
あ
る
。
こ
れ
が
『
茶cha

2

』
で
あ
る
か

ど
う
か
は
議
論
が
分
か
れ
て
い
て
定
説
は

な
い
。
奈
良
興
福
寺
一
乗
院
跡
か
ら
緑
釉
陶

器
の
風
炉
と
釜
・
茶
碗
が
出
土
し
て
い
る
、

こ
れ
は
九
七
〇
年
頃
に
創
建
さ
れ
た
遺
構

よ
り
も
下
層
か
ら
、
奈
良
時
代
末
期
の
土
坑

か
ら
出
土
し
た
。
こ
れ
ら
は
喫
茶
用
具
と
考

え
ら
れ
て
い
る
。
日
本
へ
茶
を
伝
え
た
注
目

の
人
、
そ
れ
は
興
福
寺
の
入
唐
僧
・
行
賀
（
七

二
九
～
八
○
三
）
が
今
一
番
怪
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
状
況
証
拠
ば
か
り
で
、
奈
良

県
警
は
出
入
国
動
植
物
検
疫
法
違
反
で
書

類
送
検
す
る
に
は
い
た
っ
て
い
な
い
。
し
か

し
、
限
り
な
く
『
茶
』
は
奈
良
時
代
末
期
に

日
本
へ
や
っ
て
き
た
可
能
性
が
高
い
。 

喫
茶
用
具
と
考
え
ら
れ
る
も
の
は
平
安
時

代
初
期
の
も
の
と
し
て
大
津
市
崇
福
寺
跡
、 
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京
都
府
山
城
国
国
府
跡
か
ら
も
出
土
し
て

い
る
。
弘
仁
年
間
（
八
一
〇
～
八
二
四
）
に

編
纂
さ
れ
た
書
物
に
は
唐
風
の
餅
茶
を
炙

り
搗
き
砕
き
細
か
く
し
て
茶
を
喫
し
た
風

景
が
描
か
れ
て
い
る
。 

日
本
の
茶
の
歴
史
上
で
重
要
な
出
来
事
、

そ
れ
は
嵯
峨
天
皇
に
よ
っ
て
起
こ
さ
れ
た
。

『日
本
後
紀
』と
い
う
書
物
に
登
場
し
ま
す
。

弘
仁
六
年
（八
一
五
）、
四
月
、
嵯
峨
天
皇
が

近
江
国
韓
崎
に
行
幸
し
た
際
、
梵
釈
寺
で
崇

福
寺
の
僧
永
忠
が
茶
を
煎
じ
奉
じ
た
。
こ
の
永

忠
は
三
〇
年
間
唐
に
い
て
延
暦
二
四
年
（八

○
五
）
に
空
海
と
と
も
に
帰
っ
て
来
た
人
で
す
。

さ
ら
に
そ
の
年
の
六
月
、
大
和
・山
城
・摂
津
・

河
内
・近
江
・丹
波
・播
磨
な
ど
畿
内
周
辺
各

国
に
茶
を
植
え
さ
せ
、
毎
年
献
上
す
る
よ
う

に
命
じ
ま
し
た
。
こ
の
あ
た
り
は
「W

ikipedia

」

に
も
詳
し
く
出
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
こ
れ
が
日

本
の
記
録
に
現
れ
る
最
初
の
茶
事
で
あ
る
、
と

か
最
澄
や
空
海
が
茶
の
種
を
持
ち
帰
り
貴
族

や
僧
侶
の
間
で
喫
茶
の
習
慣
が
日
本
に
伝
わ

っ
た
と
す
る
説
が
あ
り
ま
す
。 

し
か
し
チ
ョ
ッ
ト
待
っ
て
下
さ
い
。
こ
の
前
年

弘
仁
五
年
（八
一
四
）に
も
嵯
峨
天
皇
は
藤
原

冬
嗣
の
閑
院
を
訪
れ
て
茶
を
喫
し
た
記
録
も

あ
り
ま
す
。
弘
仁
六
年
当
時
に
は
既
に
諸
国

に
植
え
さ
せ
る
ほ
ど
の
茶
の
実
が
調
っ
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
茶
樹
は
存
在

し
、
各
地
に
製
茶
法
も
伝
え
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
示
す
も
の
で
す
。
最
澄
や
空
海
や
永
忠
が

茶
を
飲
ん
だ
記
録
は
あ
り
ま
す
が
、
彼
ら
を

茶
の
伝
来
者
と
す
る
に
は
ム
リ
が
多
い
で
す
。

む
し
ろ
そ
れ
以
前
、
奈
良
興
福
寺
な
ど
で
習

慣
が
あ
り
、
そ
の
前
提
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
弘

仁
六
年
の
諸
国
への
殖
茶
で
は
な
か
っ
た
か
、
そ

う
考
え
る
の
が
徐
々
に
一
般
化
し
て
い
る
よ
う

で
す
。  

菅
原
道
真
は
延
喜
元
年
（
九
○
一
）
に
大

宰
府
へ
左
遷
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
が
、
菅
家
後

集
に
起
飲
茶
一
盞
（
朝
起
き
た
ら
す
ぐ
に
茶

を
飲
む
）
と
い
う
様
子
で
す
か
ら
相
当
に
習

慣
化
し
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
し
ょ
う
。

宮
中
で
は
春
秋
年
二
回
、
緒
大
寺
の
僧
侶
百

人
を
宮
中
に
招
い
て
国
家
の
安
泰
を
祈
願

す
る
季
御
読
経
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

際
に
『
引
茶
』
と
い
う
法
会
の
疲
労
を
癒
す

飲
み
物
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
他

に
も
宮
中
で
の
行
事
に
は
茶
が
出
さ
れ
僧

侶
た
ち
の
世
界
に
も
茶
を
飲
ん
で
い
た
こ

と
が
認
め
ら
れ
ま
す
。 

 

さ
ら
に
茶
の
大
衆
化
を
思
わ
せ
る
記
録

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
『
茶
染
』
で
す
。
茶

は
染
料
と
し
て
も
使
わ
れ
ま
す
。
飲
料
の
茶

葉
を
摘
ん
だ
あ
と
に
古
葉
を
煮
出
し
て
・
つ

ま
り
番
茶
の
起
源
が
平
安
時
代
ま
で
遡
る

こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

保
元
二
年
（
一
一
五
七
）
兵
範
記
・
茶
染
狩

襖
袴-

茶
染
立
烏
帽
子
な
ど
。 

頼
朝
さ
ん
と
常
胤
さ
ん
が
飲
ん
だ
お
茶

は
高
級
茶
と
思
い
ま
す
が
、
番
茶
だ
っ
た
可

能
性
も
出
て
き
た
訳
で
す
。 

伊
藤
園
の
お
ー
い
お
茶
で
は
な
い
と
思
い

ま
す
ヨ
。 

 

 

～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

 

今
後
の
予
定 

◆
三
月
十
五
日(

火) 

「
池
田
の
池
」
講
義
。
講
師(

吉
野
秀
夫
氏)

 

・
時
間 

午
後
一
時
半
よ
り 

・
会
場
「
き
ぼ
ー
る
」
十
一
階
、
千
葉
市
社

会
福
祉
協
議
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
会
議
室 

◆
三
月
二
六
日
（
土
） 

「
池
田
の
池
」
見
学
会 

・
集
合 
午
前
九
時
、
Ｊ
Ｒ
千
葉
駅
東
口 

・
講
師 

吉
野
秀
夫
氏 

◆
申
込 

日
向
：0

9
0

-8
3
0
5

-6
6
0

1
 

 

 

募 

集 

中 

◆
「
千
葉
氏
を
語
る
会
」
で
は
、
会
員
を 

募
集
し
て
い
ま
す
。 

◆
会
費 

年
間
三
千
円 

◆
活
動 

千
葉
氏
に
関
す
る
講
演
会
・
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
。
学
習
会
・
現
地
見
学
会
、 

◆
発
行 

機
関
紙
「
千
葉
氏
を
語
る
」
と
会

報
「
千
葉
氏
を
語
る
だ
よ
り
」
。 

◆
連
絡
先 

日
向 

 
 
 

０
９
０
―
８
３
０
５
―
６
６
０
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編 

集 

後 

記 
 
 
 
 

編
集
子 

こ
の
度
私
達
待
望
の
会
報
「
千
葉
氏
を 

語
る
」
だ
よ
り
が
発
行
さ
れ
る
こ
と
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
は
、
千
葉
開
府
八
九
〇

年
の
年
で
す
。
こ
れ
を
機
会
に
先
祖
が
千

葉
を
本
拠
地
と
し
て
千
葉
氏
を
名
乗
り

五
〇
〇
年
あ
ま
り
の
間
そ
の
一
族
が
繁

栄
し
て
各
地
に
そ
の
子
孫
が
活
躍
し
現

在
で
も
千
葉
氏
の
功
績
を
引
き
継
ぎ
、
伝

説
、
伝
統
そ
し
て
民
族
行
事
を
伝
え
て
い

ま
す
。
本
家
千
葉
に
於
い
て
も
そ
の
歴
史

を
学
び
、
発
展
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
小
さ
な
会
報
が
そ
の
一
助
と
な
る

よ
う
願
っ
て
い
る
次
第
で
す
。 

 

https://www.google.co.jp/url?sa=t&rct=j&q=&esrc=s&source=web&cd=1&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjAtoWy8fjJAhVl4qYKHVzzADMQFggbMAA&url=https%3A%2F%2Fja.wikipedia.org%2Fwiki%2F%25E6%25B0%25B8%25E5%25BF%25A0&usg=AFQjCNH8iH780GmuvSXym2ds5zqzjbnRhA

